
沖縄県公共交通活性化推進協議会

令和７年３⽉26日（水）

TDM（わった〜バス乗⾞体験促進事業等）
の取組について

資料３



1

目 次

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業について

２．広報関連の取組みについて



2

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業について



１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業

3



4

【広報用ポスター】 【SNS広告】 （Facebook、Instagram、X）

【TV番組】

※その他市町村広報誌や
ラジオでも周知

【TVCM】
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〇 463施設と連携

〇 主な連携施設
・「イオンモール」
・「沖縄アウトレットモールあしびな〜」
・「イーアス沖縄豊崎」
・「りうぼう」
・「かねひで」
・「サンエー」 ※和風亭等の飲食店
・「DMMかりゆし水族館」
・「おきなわ こどもの国」
・「琉球ゴールデンキングス」
・「琉球コラソン」 等

〇 2024年9⽉に実施するバス無料の⽇に、
無料バスを使って商業施設・飲⾷店等に出か
けた⽅に特典を付与することで、バス利⽤と
施設利⽤の双⽅を促進する企画「乗りほ〜
DAY割」を実施。

【目的】

①参加する商業施設等のツールを活用した本
事業の県⺠への周知広報。

②県⺠の外出機会を創出し、バス利⽤の促進。

③県⺠アンケートの回収率向上（※特典付与
の要件とする。）

乗りほ〜DAY割

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業
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事業開始日には、県内各局のニュース番組で報道

事業実施日のバス停状況

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業
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 乗⾞体験事業に参加した本島の路線バス事業者における乗客数の推移は以下の通り。
• 無料⽇の水曜日平均では1.3倍、日曜日平均では3.1倍、水曜日と日曜日平均では1.5倍に増加した。
• 前年同⽉と⽐較すると、8月は14％増加に対して、9月は19％増加した。（これは、観光客数が8月で
38％増、9月で17％増であり、バス乗客数の増加率と逆相関になっていることから、本事業の効果による
ものと推定できる。）

バス乗客数の変化 ※1
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※1 沖縄本島協⼒バス事業者のバス乗⾞⼈数計
※2 【無料⽇】9/4、9/11、9/18、9/25の水曜日平均、【有料⽇】9/3、9/10、9/17、9/24の火曜日平均
※3 【無料⽇】9/8、9/15、9/22、9/29の日曜日平均、【有料⽇】9/1、9/16、9/12の日祝日平均
※4 【無料⽇】無用日8日間平均、【有料⽇】無料⽇以外の9月の22日間平均
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バス乗客数等の前年同⽉⽐の推移 ※5
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バス乗客数︓沖縄本島協⼒バス事業者のバス乗⾞⼈数計
モノレール乗⾞⼈数︓沖縄県 乗⾞⼈数の推移
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【精査の結果、変更の可能性あり】
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 バスの乗⾞体験実施において、乗客数の変化について、下表に⽰す箇所において調査を通り実施した。
• バス乗降調査対象バス停において、全体の利⽤者数は無料⽇の平日では2.8倍、休日のでは3.1倍に
増加した。

• バス停毎に比較すると、開南BS、県庁北⼝BSでは約3倍増加、胡屋BS、胡屋BS、てんぶすBSは約
2.5倍、那覇市の平日では5.4倍増加した

■バス乗降調査実施概要 ■利⽤者数の変化
調査日時調査対象バス停

【平日】
• 乗⾞体験⽇

令和6年9月25日（水）
• 乗⾞体験外

令和6年11月13日（水）
• 調査時間帯

9時〜16時（7時間）

【休日】
• 乗⾞体験⽇

令和6年9月29日（日）
• 乗⾞体験外

令和6年11月24日（日）
• 調査時間帯

9時〜16時（7時間）
• 調査時間帯
➀②③④︓9時〜16時（7時間）
⑤ ︓5時〜23時（18時間）

• 那覇バスターミナル調査対象バス︓
名護⻄線（20）、名護東線（77）
名護⻄空港線（120）

開南バス停①

県庁北⼝バス停②

てんぶす前バス停
（三越前）

③

胡屋バス停➃

那覇バスターミナル⑤

 通勤・通学の時間帯を避け、⼀般利⽤が把握できると考えられる9時
〜16時に設定

 乗⾞体験⽇においては、バスの⻑距離利⽤が多いとの情報から、那覇
BTにおいて20、77、120を調査
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【精査の結果、変更の可能性あり】
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 「バスが無料でなければどの交通⼿段を使っていましたか」の設問にて「⾃動⾞（⾃分で運転）︓25.4％」と
「⾃動⾞（送迎）︓4.6％」の割合は、合計30％であった。
• 無料体験事業実施中にバスを利⽤した⼈のうち3割が⾃動⾞からバスに転換したと考えられる。
• ⾃動⾞からバスに転換した⼈は、平⽇よりも休⽇に利⽤している。

バスが無料でなければどの交通⼿段を
使っていましたか︖
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いない
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N＝1,256

⾃動⾞からバスに転換したと思われる⼈の平休別の割合
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１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業

【精査の結果、変更の可能性あり】
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 日単位で12時間交通量を⽐較すると、9月15日（日）で9％減少、9月18日（水）で9％減少している。
 9月15日（日）は、3連休の中日であり天気も晴れていたことから、多くの人が外出の際の交通手段として無
料で利⽤できるバスを選択したことが、交通量減少の⼀因であると考えられる。

 無料体験事業により、バスの利⽤しやすい条件下では⼀定の交通⾏動の変化があったことが⽰唆される。

横ばい
90台減

5％減
1070台減

9％減
1830台減

横ばい
40台減

3%減
470台減

9％減
1600台減

1％増
110台増

3%減
510台減

2023年9月の日別12時間交通量
（国道58号、国体道路⼊⼝→浜川）

2024年9月の日別12時間交通量
（国道58号、国体道路⼊⼝→浜川）

2023年9月平日平均

2023年9月休日平均

＜国体道路入口から浜川における日別12時間交通量＞
昨年平均との比較

（日曜日）

昨年平均との比較
（水曜日）

2024年9月 平均 最大 最小 分散

平日 19,934 21,262 18,234 820

休日 18,249 19,654 16,852 884

2023年9月 平均 最大 最小 分散

平日 20,258 21,284 19,220 524

休日 18,470 19,813 17,630 963
※JARTICよりダウンロードした一般道路の断面交通量のデータを活用
(https://www.jartic.or.jp/service/opendata/)
※７時から１９時までの交通量を１２時間交通量とした。
※日曜日と祝日を休日とした

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業

【精査の結果、変更の可能性あり】
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4.利⽤者のアンケート結果
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 乗⾞体験事業の継続意向は、全年齢層において⾼く8割以上を占めている。
 ⾃動⾞運転免許を保有している20〜59歳の1割程度は、乗⾞体験事業の継続を望んでいない。

• ⾃動⾞運転免許なしの10代と高齢者が最も高い。
• ⾃動⾞を⾃由に利⽤できない（免許がない）層にとって、有意義な施策と考えられる。

今回のバスの乗⾞体験事業は継続して実施して欲しいですか︖

N＝46

N＝1,096

N＝1,744

N＝332

N＝3,218

N＝496

N＝224

N＝182

N＝68

N＝970

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業

【精査の結果、変更の可能性あり】
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 年齢階層が上がるほど、運賃を⽀払ってもバスを利⽤したいと考えている。
• 60歳以上では、83％が運賃を払っても利⽤したいと考えている。
• 運賃を払ってバスを利⽤したいと回答した⼈のうち、22％は免許を保有していない。

今後運賃を払ってバスを利⽤したいですか︖

N＝542

N＝1,320

N＝1,926

N＝400

N＝4,188

今後運賃を払ってバスを利⽤したいですか︖
に対して、「はい」と回答した人の免許有無

N＝321

N＝940

N＝1,515

N＝331

N＝3,107

N＝3,107 N＝1,081

１．わった〜バス利⽤促進乗⾞体験事業

【精査の結果、変更の可能性あり】
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２．広報関連の取組みについて
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２．広報に関する取組みについて＜バリアフリー対応＞

 特別支援学校・学級対象向けの取り組みとして、バスの乗り方教室を実施。

 公共交通の利⽤促進と⾃⽴活動を⽀援した。

＜座学＞ クイズを交えて、バスの乗り⽅や公共交通の⼤切さなどを学ぶ

＜乗⾞体験＞ 実際のバスで乗り方、運転席からの死角の確認、⾞いすでの乗⾞などを体験。整理券や運賃表⽰器、降りるボタンを確認。

<県⽴島尻特別⽀援学校 座学の様子>

<沖縄県⽴島尻特別⽀援学校><沖縄市⽴⾼原⼩学校特別⽀援学級><県⽴真和志⾼校と沖縄盲学校>

視覚に障害のある方が安心して外出ができるように
⽀援できる同⾏援護従事者の養成するための校外
実習を支援。

軽度の発達障害のある児童たちにバス乗⾞体験を
通して⾃⽴活動を⽀援。

様々な障害を持つ児童⽣徒たちバス乗⾞体験と
⾃⽴活動を⽀援。
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２．広報に関する取組みについて＜学生向け＞

 高校生バスマップ（4校分）を新たに制作し、各学校を通して周知。

 高校生（新入生）向けに、チラシ「バス通学のススメ」を配布。 （3月）

＜高校生向け＞ バスマップ（Webサイトに掲載） ＜高校生（新入生）向け＞ チラシ「バス通学のススメ」
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２．広報に関する取組みについて＜学生向け＞

 琉⼤病院移転、⻄普天間キャンパス開設に伴う渋滞回避を呼びかけるポスターを作成、病院関係者・宜野湾市へ掲⽰。（12月）

 4月の医学部移転に合わせ、改めて大学関係者へ渋滞回避を呼びかける「リーフレット」「バスマップ」を提供。 （3月）

【病院移転時】ポスター
＜病院関係者・⼤学関係者・宜野湾市⺠向け＞

【医学部移転時】リーフレット＜大学関係者向け＞

【医学部移転時】バスマップ＜大学関係者向け＞
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２．広報に関する取組みについて＜通勤者向け＞

 乗⾞体験事業実施に合わせて、経済団体・企業へ啓発ポスターを配布・掲⽰を依頼。（8月）

 通勤者向けMMツールを作成・企業へ提供。 （8月）

リーフレット＜通勤者向け＞ 啓発ポスター＜通勤者向け＞
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